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投資有価証券売却益及び減損損失の計上並びに業績予想と実績との差異に関するお知らせ 
 

 

当社は、2025年２月期（2024年３月１日～2025年２月28日）におきまして、投資有価証券売却益

および減損損失を計上し、また通期連結決算につきまして、2025年１月10日に公表した業績予想と

本日公表した実績との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 
 

１. 投資有価証券売却益の計上 

 

資産の効率化を目的として、当社が保有する投資有価証券の一部について２月28日に売却をした

ことにより投資有価証券売却益389百万円が発生し、2025年２月期において計454百万円を特別利益

として計上することとなりました。 

 

２. 減損損失の計上 

 

当社グループの有形固定資産の一部について、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき将来

の回収可能性を慎重に検討した結果、減損損失229百万円を特別損失として計上することとなりまし

た。 

 

３. 通期連結業績予想と実績値との差異（2024年３月１日～2025年２月28日） 

 

 営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 100,000 600 300 150 6.53 

実績(B) 98,638 51 △164 △67 △2.94 

増減額(B－A) △1,362 △549 △464 △217  

増減率(％) △1.4 △91.5 － －  

(ご参考)前期実績 

(2024年２月期) 
90,937 190 51 △477 △20.79 

 

４. 差異の理由 
 

2025年１月10日に「通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」にて業績予想の修正をいたしま

したが、食料品や消費財等の値上げが続いたことで節約志向が高まり営業収益が予想を下回り、作

業効率の改善や経費の削減を進めましたものの営業利益、経常利益が予想を下回りました。また、

特別利益及び特別損失を計上した結果、親会社株式に帰属する当期純利益についても予想を下回り

ました。 

 

以上 


